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はじめに
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復興五輪とは？
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2011年 3月11日

東日本大震災
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東京五輪を東日本大震災からの復興を目指す
「復興五輪」にする

五輪招致の際に…

2012年5月24日 五輪第一次選考通過後 野田佳彦元首相発言より
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復興五輪としての取り組み

競技の一部を東北で行う

スポーツ教室の実施

聖火リレー

オールオリンピック東京HPより
オリンピック組織委員会HPより
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22.0%

26.8%

51.2%

岩手県１２、宮城県１５、福島県１５の計４２自治体 首長にアンケート

一時議論されたカヌー競技の
被災地開催が見送られた

毎日新聞 2017年3月10日 東京朝刊より

～開催理念「復興五輪」は薄れているか～

薄れている 薄れていない 分からない

五輪と復興の関係性が分からない

五輪をきっかけに多くの旅行者に東北を訪れてもら
おうとする動きがある
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調査
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インタビュー調査

調査対象：福島県南相馬市の方々

人数：12人

日時：8月27日（日）12:00～18：00

質問内容： １.あなたが感じる復興状況は？

２.「復興五輪」をどのように考えているか？
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１.あなたが感じる復興状況は？

・町に若者はいないが、「戻ってきて」といえる状況ではない。

・地震や津波は自然な災害だけど、原発は人工的な災害だろう。

・隣の小高区は５０％程度しか復興していない。
理由は原子力発電所(※以下原発)の避難区域であったからだ。

・原発の避難区域では放射能の問題があったため
復興が遅れている。
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・開催することは嬉しいことだが、東京で開催することで
人が東京に持っていかれる。

・競技の一部を東北でやるみたいだが、それには費用がかかるので、
それならその分の費用を復興予算に使ってほしい。

・復興五輪に関しての動きは、住んでいてほとんど感じられない。

２.「復興五輪」をどのように考えているか？
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1.原発の避難区域を除いては、震災から６年経って生活水準は
回復している。

3.東京五輪を開催することで復興に繋がると感じている
人はほとんどいない。

2.地震や津波は自然災害であるが、原発事故は人災である。

調査から得られた知見

最大の問題は原発
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考察
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復興とは？

私達の定義：災害前よりも優れた状態にすること。

今は？

復旧
復興期のコミュニティー組織における調整機能の維持戦略 小林秀行氏 論文より
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東北電力

東京電力

原子力発電所

電力の動き

電力消費地は？

東京電力管轄内

電力生産地は？

東北地方

中部電力

事故のリスクを負っているのは？

原発がある地域
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福島第一原子力発電所はどこの管轄？

東京電力
どこの電力を賄ってたの？

東京電力管轄内

原発の被害を受けている人は？

福島県の方々

いびつな
関係

問題点
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真の復興 五輪招致の際に
結び付けられた

原発問題の解決
（電力問題）

福島東京
五輪 復興
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東京は福島から250キロ離れている

The situation is under control

原発と五輪

2013年9月5日 ブエノスアイレスの会見にて日本オリンピック委員会 竹田恒和会長の発言

同9月7日 五輪最終プレゼンでの安倍首相発言
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政策提言
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政策提言

復興五輪において、
新たな電力システムを構築し、
今ある電力供給における東京電力と福島県の
いびつな関係性を是正することで復興を行う。
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東京

福島

国

原発被害の
リスク

補助金

電力
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私たちの考えの軸
東京電力が自社の管轄内で電力を自給自足し、

福島などの管轄外での発電に頼らずに、

管轄内の人々が生活を送れるような

新エネルギーを用いた発電を行うこと

今ある電力供給における、

いびつな関係性を是正する
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発電方法 全体に対しての割合

原子力 1.1%

新エネルギー 4.7%

石油火力 9.0%

水力 9.%

石炭火力 31.6%

LNG火力 44.0%

東京電力の発電種類別の発電内訳

東京電力としても2030年

までに新エネルギー発電
の割合を30％にすること
を目標としている。
しかし、数値の向上が
見られてない。

東京電力ホームページ２０１5年より
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原発停止

火力発電が多くなる

CO2排出量が多くなる
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

震災後

震災前

１９８０年

日本の電源別発電内訳

原子力 水力 LNG火力 石炭火力石油火力
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新エネルギー種類

太陽光発電
波力発電

温度差熱利用発電

風力発電
バイオマス発電
雪氷熱利用発電
潮汐発電

水力発電
中小規模水力発電
マイクロ水力発電

地熱発電

自然エネルギー 再生可能エネルギー

26



新エネルギー

メリット

環境への負荷が小さい

再生可能資源の利用

純国産エネルギー

設置コストが高い

出力が不安定

設置場所が限られる

デメリット
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新エネルギー発電のポイント

環境に
優しい

安心安全
震災時の原発事故のよ
うな人災を防げる

環境に
優しい

自給自足
生産地と消費地を
一緒にすることが
可能になる

持続可能な

電力システムに
なる
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具体的な取り組み

オリンピック期間中の選手村をモデルエリアと考え、

電力を自給自足で賄い運営する。

発電システムは新エネルギーを用いる。

成功すれば

他地域のロールモデルにする。

復興と五輪の関わり

原発に代替するエネルギー
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オリンピックの機会を利用する意味

１.招致委員会が大会招致の際に東京五輪と東北の復興を結びつけた。

真の復興に向け、電力問題は解決すべき問題であるため。

３.選手村は人工的な生活空間であり、
提言内容をシミュレーションする場として最適であるため。

２.大々的なイベントである五輪では、大規模なインフラ整備を
することが可能であるため。
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場所：東京都中央区晴海五丁目町内
人口：選手10,500人 役員5,000人
面積：180,000㎡
滞在日数：24日
（開催日数 7/24∼8/9+1週間）
居住建物総屋根面積：122,500㎡

選手村の概要

Suumoジャーナル 2017年1月30日より引用
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夏場ということでエアコンを
フル稼働させることを想定。選手10,500人 役員5,000人

選手村が必要とする電力量

(滞在人数15,500人)×(一日の一人当たりの平均使用電力)

＝15,500人×25kw
＝387,500kw
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中水力

イメージ図

洋上風力
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太陽光発電

「太陽電池」と呼ばれる装置を用いて、
太陽の光エネルギーを直接電気に変換する
発電方式

発電量/日：約１０kw
建設費用：180万円
年間維持費：1.5万円
面積：50㎡
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風力発電

風の運動エネルギーを風車の回転力に

変換し、歯車などで増速した後、その動力を
発電機に伝達して電気を発生させるシステム

発電量/日：約２４００kw(１基)
建設コスト：４億４千万～６億円
年間維持費：0.6万円
必要面積：625㎡
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発電量/日：約8,000kw(１基)
建設費用：24億円
年間維持費：1.6億円
面積：100×100=10,000（㎡）

洋上風力発電

主に海洋上に風力発電の設備を作り、
海の上に突き出た風車を風の車の力によって
回転させて行う発電
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波力発電

発電量/日：約８２００kw(１基)
建設費用：1億円
年間維持費：１億円
必要面積：7×12=84（㎡）

海上を吹く風のエネルギーが波を起こし、
その波の運動を利用して発電を行う発電
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中水力発電

水の力を利用して発電する
水力発電の内中小規模のもの

発電量/日：約１９００kw(１基)
建設費用：約9億円
年間維持費：1,7億円
有効落差：30ｍ

38



円の大きさ；面積
波
力

風
力

太陽光

中水力

コスト

洋上風力高

発
電
量

低

多少
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選手村の特徴・発電方法

東京湾海上交通センター HP参考

特徴 発電方法

少人数の為電力消費量の
規模が小さい

【新エネルギー発電】

面積が小さい 太陽光 中水力

周りが海に囲まれている 波力 洋上風力

近辺に大きな河川がある 中水力

余剰地が少なく、縦問緒が多い 太陽光

陸地に風があまり吹かない 洋上風力
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発電量と建設費の試算

発電方法 基数(基) 発電量(kW ) 建設費(億円) 設置場所

太陽光 2450 約24,500 約0.44 選手村

洋上風力 31 約250,000 約744 鹿島港内

風力 10 約24,000 約44 千葉県海岸等

波力 10 約82,000 約10 千葉県沿岸等

中水力 10 約19,000 約180 利根川の支流

合計 2511 約389,500 約978
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～プログラムの移行～

選手村での成功

日本全国へ

国を揚げての電力改革
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・西部：陸上風力発電事業の事業化の目安となる、
年間平均風速（６m/ｓ）の地域が広く分布している。
磐梯地域には、東北最大の地熱資源がある。

・中部：農産業、畜産業が盛んなため、バイオマスの可採量が多い。
世帯数や低未利用地の面積から、多くの太陽熱利用が期待できる。

・東部：長い海岸線や沖合の海域を生かした
洋上水力発電の導入が期待できる。
県有ダムや既設砂防えん堤が多数存在する。

福島県
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福島県

陸上風力発電

地熱発電

バイオマス発電
太陽光発電

洋上風力発電

小水力発電

福島県農業振興公社ホームページより
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まとめ

・原発は、放射線被ばくの危険性があるため、
発電方法を転換していく

・東京が自社管轄内で発電して
東京と福島のような電力供給のいびつな関係性をなくす

・選手村をモデルとした自給自足の電力システムを
日本中に広げること

私達が考える復興五輪
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ご清聴ありがとうございました
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